
 

 

物  質  名 
3-イソプロピル-1H-2,1,3-ベンゾチアジアジン-4(3H)-オン 2,2-ジオ

キシド 
ＤＢ－6 

別  名 ベンタゾン 構 造 式 

 

CAS 番号 25057-89-0 

PRTR 番号 － 

化審法番号 － 

分子式 C10H12N2O3S 分子量 240.28 

沸点 － 融点 138℃1)
 

蒸気圧 3.45×10
-6 

mmHg（20℃、実測値）2)
 換算係数 1 ppm = 9.83 mg /m

3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 2.34（実測値）1)
 水溶性 5×10

2
 mg/L（20℃、実測値）3)

 

急 性 毒 性 
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 1,130 mg/kg
 4)

  

 ラット 経口 LD50 1,100 mg/kg
 4) 

 

 ラット 吸入 LC50 5,100 mg/m
3 

(4hr) 
4)

  
 

中 ・ 長 期 毒 性 

・ラットに 0、0.04、0.12、0.36％を 13 週間混餌投与（雄で 0、25、78、243 mg/kg/day、雌で 0、

29、86、258 mg/kg/day）した結果、0.36％群の雄でプロトロンビン時間、部分的トロンボプラ

スチン時間の延長がみられ、腎臓及び副腎の重量の有意な増加を認めた。また、0.36％群の雌

で体重増加の抑制、肝臓重量の増加がみられた 5)。この結果から、NOAELを 0.12％（78 mg/kg/day）

とする。 

・ラットに 0、0.02、0.08、0.4％の濃度で 2 年間混餌投与（雄で 0、9、35、180 mg/kg/day、雌で 0、

11、45、244 mg/kg/day）した結果、0.08％以上の群の雄及び 0.4％群の雌で体重増加の抑制、甲

状腺重量の減少、血小板数の減少、0.4％群の雌雄で尿比重の低下、雄で肝臓及び脾臓重量の減

少、プロトロンビン時間、部分的トロンボプラスチン時間の延長に有意差を認めた。部分的ト

ロンボプラスチン時間の延長は 0.08％群の雄、0.4％群の雌でもみられた 6)。この結果から、

NOAEL を 0.02％（9 mg/kg/day）とする。 

・イヌに 0、0.01、0.03、0.1、0.3％の濃度で 90 日間混餌投与（0、2.5、7.5、25、75 mg/kg/day）

した結果、0.03％以上の群の雄で前立腺炎、0.3％群の雌雄で 3/6 匹の死亡、嘔吐、下痢、血便、

痩せ、心臓、肝臓の脂肪浸潤、肝臓の壊死性うっ血、腎臓の混濁腫脹がみられ、0.3％群で赤血

球数、ヘモグロビン値の減少、プロトロンビン時間の延長に有意差を認めた 7) 。この結果から、

NOAEL を 0.01％（2.5 mg/kg/day）とする。 

・イヌに 0、0.01、0.04、0.16％の濃度で 1 年間混餌投与（0、3.2、13.1、52.3 mg/kg/day）した結

果、0.04％以上の群で痩せ、脱水症、軟便や血便、粘膜の蒼白化、運動量の低下、貧血を示唆

する血液検査結果（赤血球数、ヘモグロビン濃度の減少、網状赤血球数の増加、部分的トロン

ボプラスチン時間の延長など）、腸管の炎症、小腸、脾臓のうっ血がみられた 8)。この結果か

ら、NOAEL を 0.01％（3.2 mg/kg/day）とする。 

生 殖・発 生 毒 性 

・ラットに 0、0.02、0.08、0.32％の濃度で混餌投与（0、15、62、249 mg/kg/day 程度）した 2 世



 

代試験の結果、0.32％群の F0、F1 世代の雌で妊娠期間や哺育期間中に体重増加の抑制、尿細管

細胞の好塩基性化がみられた。0.02％以上の群で 受胎能、着床、着床後胚損失、出生仔の生存

率への影響はなかったが、0.08％以上の群の仔で哺育期間の体重増加の抑制がみられた 9)。この

結果から、母ラットの NOAEL を 0.08％（62 mg/kg/day）、仔の NOAEL を 0.02％（15 mg/kg/day）

とする。 

・ラットに 0、40、100、250 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、母ラッ

トでは 40 mg/kg/day 以上の群で体重などへの影響はなかったが、250 mg/kg/day 群で着床後胚損

失、吸収胚の有意な増加を認めた。胎仔では 250 mg/kg/day 群で低体重、前肢及び後肢の指節骨

核、胸骨分節、頸椎の骨化遅延を認めた 10)。この結果から、母ラット及び仔の NOAEL を 100 

mg/kg/day とする。 

・ウサギに 0、150、300、450 mg/kg/day を妊娠 6 日から 18 日まで強制経口投与した予備試験の結

果、450 mg/kg/day 群で着床前胚損失の著明な増加がみられ、1/3 匹の母ラットで生存胎仔がな

かった。ウサギに 0、75、150、375 mg/kg/day を妊娠 6 日から 18 日まで強制経口投与した本試

験では、375 mg/kg/day 群の 1 匹で不完全流産、吸収胚がみられ、生存胎仔はなかった。75 

mg/kg/day 以上の群では一腹あたりの吸収胚数、生存胎仔数、胎仔の体重、性比等に影響はなく、

胎仔の外表系、内臓系、骨格系の奇形もなかった 11)。これらの結果から、母ラットの NOAEL

を 150 mg/kg/day とする。仔の NOAEL は 375 mg/kg/day 以上と考えられる。 

ヒ ト へ の 影 響 

・眼を刺激し、眼に入ると発赤、痛みを生じる 12)。 

発 が ん 性 

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許 容 濃 度 
 

 ACGIH －  

 日本産業衛生学会 －  
 

暫 定 無 毒 性 量 等 の 設 定   

 経口ばく露については、イヌの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.01％（3.2 mg/kg/day）

（痩せ、血便、赤血球数の減少など）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。 

吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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